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(57)【要約】
【課題】  水量の増減に柔軟に対応して、適切な水車駆 
動を行うことができる水車発電機を提供する。
【解決手段】  水は、水車１００の筐体１３０の水洞１ 
３２に入り、ランナ１５０の方向に落下する。このとき 
、ガイドベーン１４０で２つの水流に分けられてランナ 
１５０の羽根１６０に当たり、回転軸１０２が回転する 
。この回転は、カップリング３０を介して発電機２００ 
の回転軸２０２に伝達され、発電機２００が回転して発 
電が行われる。ランナ１５０は、水量に応じて厚みを増 
減したり、設置数を増減する。この場合に、筐体１３０ 
では、中間枠１８０の積層数を増減することで、ランナ 
１５０を収納する空間を確保できる。
【選択図】  図１

評価書の請求　未請求　請求項の数　7　　ＯＬ　（全8頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 筐 体 の 開 口 か ら 導 入 さ れ た 水 に よ っ て 、 筐 体 内 に 設 け ら れ た ラ ン ナ が 回 転 す る 水 車 で あ  
っ て 、
　 前 記 筐 体 を 、 多 数 の 板 材 に よ る 積 層 構 造 と し た こ と を 特 徴 と す る 水 車 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ラ ン ナ を 構 成 す る 部 材 の 一 部 を 削 り 出 し で 一 体 に 製 作 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項  
１ 記 載 の 水 車 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 板 材 の 積 層 方 向 が 、 前 記 ラ ン ナ の 回 転 軸 方 向 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載  
の 水 車 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ラ ン ナ を 、 前 記 回 転 軸 方 向 に 複 数 並 べ て 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 水  
車 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ラ ン ナ の 回 転 軸 方 向 の 厚 み を 、 水 量 に 対 応 し て 設 定 し た 厚 み と し た こ と を 特 徴 と す  
る 請 求 項 ３ 記 載 の 水 車 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ラ ン ナ の 水 の 導 入 側 に ガ イ ド ベ ー ン が 設 け ら れ て お り 、 該 ガ イ ド ベ ー ン を 、 前 記 筐  
体 と 同 様 の 積 層 構 造 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 水 車 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 水 車 と 、 こ の 水 車 の ラ ン ナ の 回 転 に よ っ て 発 電 す  
る 発 電 機 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 水 車 発 電 機 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 水 車 及 び 水 車 発 電 機 に か か り 、 特 に 、 比 較 的 小 規 模 の 水 力 発 電 に 好 適 な 水 車  
の 改 良 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 比 較 的 小 規 模 の 水 車 発 電 機 と し て は 、 各 種 の も の が 知 ら れ て お り 、 落 差 の あ る 水 流 に よ  
っ て 回 転 す る 水 車 と 、 こ の 水 車 の 回 転 に よ っ て 発 電 す る 発 電 機 と を 備 え て い る が 、 従 来 の  
水 車 の 羽 根 車 の ラ ン ナ 部 分 は 、 一 般 的 に 溶 接 に よ っ て 組 立 て が 行 わ れ て い る 。 例 え ば 、 下  
記 特 許 文 献 １ に は 、 ラ イ ナ 溶 接 部 外 側 表 面 近 傍 の 溶 接 材 を マ ル テ ン サ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼  
と す る と と も に 、 溶 接 部 外 側 表 面 よ り 下 部 の 内 側 表 面 に 至 る 部 分 の 溶 接 材 を オ ー ス テ ナ イ  
ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 と し た 点 が 開 示 さ れ て い る 。 下 記 特 許 文 献 ２ に は 、 分 割 ラ ン ナ ユ ニ ッ ト  
の 分 割 面 を 互 い に 接 合 す る と と も に 、 接 合 部 を 溶 接 し て ラ ン ナ を 組 み 立 て る 点 が 開 示 さ れ  
て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 5 3 - 9 2 0 5 8 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 昭 5 4 - 2 3 0 4 8 号 公 報
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 水 力 発 電 所 の よ う な 大 規 模 な 水 車 発 電 機 で は 、 ダ ム に 貯 水 さ れ た 水 を 利 用 し  
て 水 車 を 回 転 さ せ る た め 、 比 較 的 安 定 し た 発 電 が 可 能 で あ る 。 従 っ て 、 水 車 の ラ ン ナ 部 分  
の 仕 様 を 変 更 せ ず 、 溶 接 で 組 み 立 て て も 、 特 に 不 都 合 は 生 じ な い 。 こ れ に 対 し 、 比 較 的 小  
規 模 な 水 車 発 電 機 で は 、 水 量 の 変 動 が 比 較 的 大 き く 、 該 変 動 に 対 応 す る 必 要 が あ る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 考 案 は 、 以 上 の 点 に 着 目 し た も の で 、 水 量 の 増 減 に 柔 軟 に 対 応 し て 、 適 切 な 水 車 駆 動  
を 行 う こ と が で き る 水 車 及 び 水 車 発 電 機 を 提 供 す る こ と を 、 そ の 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 考 案 の 水 車 は 、 筐 体 の 開 口 か ら 導 入 さ れ た 水 に よ っ て 、 筐 体 内 に 設 け ら れ た ラ ン ナ が  
回 転 す る 水 車 で あ っ て 、 前 記 筐 体 を 、 多 数 の 板 材 に よ る 積 層 構 造 と し た こ と を 特 徴 と す る  
。 主 要 な 形 態 の 一 つ に よ れ ば 、 前 記 板 材 の 積 層 方 向 が 、 前 記 ラ ン ナ の 回 転 軸 方 向 で あ る こ  
と を 特 徴 と す る 。 他 の 形 態 に よ れ ば 、 前 記 ラ ン ナ を 、 前 記 回 転 軸 方 向 に 複 数 並 べ て 設 け た  
こ と を 特 徴 と す る 。 あ る い は 、 前 記 ラ ン ナ の 回 転 軸 方 向 の 厚 み を 、 水 量 に 対 応 し て 設 定 し  
た 厚 み と し た こ と を 特 徴 と す る 。 更 に は 、 前 記 ラ ン ナ の 水 の 導 入 側 に ガ イ ド ベ ー ン が 設 け  
ら れ て お り 、 該 ガ イ ド ベ ー ン を 、 前 記 筐 体 と 同 様 の 積 層 構 造 と し た こ と を 特 徴 と す る 。 ラ  
ン ナ を 回 転 軸 方 向 の 積 層 構 造 と す る こ と で 、 水 車 の 筐 体 の 空 間 を 増 減 す る こ と が で き 、 ラ  
ン ナ の 厚 み を 増 減 し た り 、 設 置 数 を 増 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 考 案 の 水 車 発 電 機 は 、 前 記 い ず れ か の 水 車 と 、 こ の 水 車 の ラ ン ナ の 回 転 に よ っ て 発 電  
す る 発 電 機 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。 本 考 案 の 前 記 及 び 他 の 目 的 ， 特 徴 ， 利 点 は 、 以  
下 の 詳 細 な 説 明 及 び 添 付 図 面 か ら 明 瞭 に な ろ う 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 考 案 に よ れ ば 、 水 車 の 筐 体 を 、 ラ ン ナ の 回 転 軸 方 向 に 板 材 を 積 層 し た 構 造 と し た の で  
、 水 量 の 増 減 に 柔 軟 に 対 応 し て 、 適 切 な 水 車 駆 動 を 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 図 １ ( A ) は 、 本 実 施 例 に か か る 水 車 発 電 機 の 外 観 を 一 部 破 断 し て 示 し 、 同 図 の ＃  
１ Ｂ － ＃ １ Ｂ 線 に 沿 っ て 矢 印 方 向 に 見 た 断 面 を 同 図 ( B ) に 示 す 。
【 図 ２ 】 図 １ ( A ) の 矢 印 Ｆ ２ 方 向 か ら 見 た 様 子 を 、 一 部 破 断 し て 示 す 。
【 図 ３ 】 ラ ン ナ 部 分 を 分 解 し て 示 し 、 同 図 ( A ) を ＃ ３ Ｂ － ＃ ３ Ｂ 線 に 沿 っ て 矢 印 方 向 に 見  
た 断 面 を 同 図 ( B ) に 示 す 。
【 図 ４ 】 前 記 水 車 発 電 機 の 使 用 状 態 を 示 す 。
【 図 ５ 】 水 量 の 増 減 に 対 応 す る ラ ン ナ 部 分 の 他 の 構 成 を 示 す 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 、 実 施 例 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ ( A ) に は 本 考 案 に か か る 水 車 発 電 機 の 外 観 が 示 さ れ て お り 、 同 図 の ＃ １ Ｂ － ＃ １ Ｂ  
線 に 沿 っ て 矢 印 方 向 に 見 た 断 面 が 同 図 ( B ) に 示 さ れ て い る 。 ま た 、 図 １ ( A ) の 矢 印 Ｆ ２ 方  
向 か ら 見 た 様 子 が 図 ２ に 示 さ れ て い る 。 図 ３ に は 、 水 車 の ラ ン ナ 部 分 が 示 さ れ て い る 。 こ  
れ ら の 図 に お い て 、 水 車 発 電 機 １ ０ は 、 水 車 １ ０ ０ と 発 電 機 ２ ０ ０ が 設 置 台 （ あ る い は 地  
面 ） ２ ０ 上 に 、 取 付 プ レ ー ト ４ ０ ， ４ ２ ， ４ ４ を 介 し て 設 置 さ れ て お り 、 水 車 １ ０ ０ の 回  
転 軸 １ ０ ２ と 発 電 機 ２ ０ ０ の 回 転 軸 ２ ０ ２ が カ ッ プ リ ン グ ３ ０ に よ っ て 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 水 車 １ ０ ０ は 、 横 方 向 か ら 水 を 導 入 す る 導 入 路 １ １ ０ が 設 け ら れ て お り 、 導 入 路 １ １ ０  
は 、 開 閉 弁 機 構 １ ２ ０ を 介 し て 筐 体 １ ３ ０ に 接 続 し て い る 。 前 記 導 入 路 １ １ ０ は 水 が 導 入  
さ れ る 開 口 １ １ ２ を 備 え て お り 、 前 記 開 閉 弁 機 構 １ ２ ０ は 図 示 し な い 開 閉 弁 を 備 え て お り  
、 開 閉 レ バ ー １ ２ ２ を 操 作 す る こ と で 水 の 導 入 ・ 遮 断 や 導 入 量 を 調 整 で き る よ う に な っ て  
い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 水 車 １ ０ ０ の 筐 体 １ ３ ０ は 、 前 記 導 入 路 １ １ ０ に 接 続 し て 水 が 導 入 さ れ る 水 洞 １  
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３ ２ を 上 部 に 備 え て お り 、 水 に よ っ て 回 転 駆 動 さ れ る ラ ン ナ （ 羽 根 車 ） １ ５ ０ を 下 部 に 備  
え て い る 。 水 洞 １ ３ ２ に は 、 図 １ ( B ) に 示 す よ う に 、 ガ イ ド ベ ー ン １ ４ ０ が 設 け ら れ て お  
り 、 こ れ に よ っ て 水 流 が ２ 分 割 さ れ 、 ク ロ ス フ ロ ー 方 式 で 効 率 よ く ラ ン ナ １ ５ ０ が 駆 動 さ  
れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ３ に は 、 ラ ン ナ １ ５ ０ が 分 解 し て 示 さ れ て お り 、 同 図 ( A ) の ＃ ３ Ｂ － ＃ ３ Ｂ 線 に 沿 っ  
て 矢 印 方 向 に 見 た 断 面 が 同 図 ( B ) に 示 さ れ て い る 。 こ れ ら に 示 す よ う に 、 ラ ン ナ １ ５ ０ は  
、 ア ル ミ 一 体 物 １ ６ ０ に 側 板 １ ５ ６ を 設 け た 構 成 と な っ て い る 。 ア ル ミ 一 体 物 １ ６ ０ は 、  
溶 接 を 行 う こ と な く 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 軸 継 手 １ ６ ０ Ａ ， 側 板 １ ６ ０ Ｂ ，  
羽 根 １ ６ ０ Ｃ が 、 い わ ゆ る 削 り 出 し に よ っ て 一 体 に 製 作 さ れ て お り 、 軸 継 手 １ ６ ０ Ａ の 貫  
通 孔 １ ６ ２ と 他 方 の 側 板 １ ５ ６ の 貫 通 孔 １ ５ ８ に 対 し て ボ ル ト ・ ナ ッ ト 手 段 （ 図 示 せ ず ）  
を 使 用 す る こ と で 、 ラ ン ナ １ ５ ０ を 組 み 立 て た 構 成 と な っ て い る 。 軸 継 手 １ ６ ０ Ａ は 、 回  
転 軸 １ ０ ２ に 固 定 さ れ て お り 、 キ ー 及 び キ ー 溝 な ど の 手 段 で 、 ラ ン ナ １ ５ ０ の 回 転 が 回 転  
軸 １ ０ ２ に 伝 達 さ れ る よ う に な っ て い る 。 な お 、 図 ３ の 例 で は 、 軸 継 手 １ ６ ０ Ａ ， 側 板 １  
６ ０ Ｂ ， 羽 根 １ ６ ０ Ｃ を 削 り 出 し で 一 体 に 製 作 し た が 、 例 え ば 、 軸 継 手 １ ６ ０ Ａ と 羽 根 １  
６ ０ Ｃ を 一 体 に 構 成 し 、 こ れ に 側 板 １ ６ ０ Ｂ ， １ ５ ６ を ボ ル ト ・ ナ ッ ト 手 段 で 取 り 付 け る  
よ う に し て も よ く 、 適 宜 の 製 造 方 法 を 適 用 し て よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ラ ン ナ １ ５ ０ の 回 転 軸 １ ０ ２ は 、 筐 体 １ ３ ０ に 対 し て シ ー ル 材 １ ７ ０ に よ り 水 密 と な っ  
て お り 、 更 に 筐 体 １ ３ ０ の 外 側 で あ っ て 設 置 台 ２ ０ の 上 に 設 け た 軸 受 け １ ７ ２ に よ り 回 転  
可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 回 転 軸 １ ０ ２ は 、 上 述 し た よ う に 、 カ ッ プ リ ン グ ３ ０ を 介 し て 発  
電 機 ２ ０ ０ の 回 転 軸 ２ ０ ２ に 結 合 し て お り 、 水 車 １ ０ ０ の ラ ン ナ １ ５ ０ の 回 転 が 発 電 機 ２  
０ ０ に 伝 達 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 と こ ろ で 、 本 実 施 例 で は 、 筐 体 １ ３ ０ を 、 複 数 の 板 材 に よ る 中 間 枠 １ ８ ０ を 重 ね 合 わ せ  
る と と も に 、 そ の 端 部 を 閉 板 １ ８ ２ ， １ ８ ４ で 閉 じ た 構 成 と な っ て い る 。 中 間 枠 １ ８ ０ は  
、 図 １ ( B ) に 示 す よ う に 、 上 部 に 水 洞 １ ３ ２ を 構 成 す る 空 間 １ ８ ０ Ａ を 備 え て お り 、 下 部  
に ラ ン ナ １ ５ ０ を 収 納 す る た め の 空 間 １ ８ ０ Ｂ を 備 え て い る 。 こ の 中 間 枠 １ ８ ０ を 回 転 軸  
１ ０ ２ の 方 向 に 複 数 枚 重 ね る 。 そ し て 、 水 の 導 入 側 に は 開 閉 弁 機 構 １ ２ ０ を 介 し て 導 入 路  
１ １ ０ を 更 に 設 け る と と も に 閉 板 １ ８ ２ を 設 け 、 発 電 機 ２ ０ ０ 側 に は 閉 板 １ ８ ４ を 設 け 、  
そ れ ら 全 体 を ボ ル ト ・ ナ ッ ト 手 段 １ ８ ６ で 結 合 す る こ と で 、 上 部 に 水 洞 １ ３ ２ 用 の 空 間 １  
８ ０ Ａ が 形 成 さ れ 、 下 部 に ラ ン ナ １ ５ ０ 用 の 空 間 １ ８ ０ Ｂ が 形 成 さ れ る 。 空 間 １ ８ ０ Ｂ に  
は 、 底 面 の 取 付 プ レ ー ト ４ ０ 及 び 設 置 台 ２ ０ を 貫 通 し て 排 水 口 １ ９ ０ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 ガ イ ド ベ ー ン １ ４ ０ に つ い て は 、 水 洞 １ ３ ２ の 回 転 軸 方 向 の 厚 み を 有 す る も の を  
ボ ル ト ・ ナ ッ ト 手 段 １ ８ ８ で 取 り 付 け て も よ い が 、 中 間 枠 １ ８ ０ と 同 じ 厚 さ の も の を 必 要  
数 重 ね る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 本 実 施 例 の 動 作 を 説 明 す る 。 水 車 １ ０ ０ の 導 入 路 １ １ ０ に は 、 例 え ば 、 図 ４ に 示  
す よ う に 、 タ ン ク ５ ０ に 貯 め た 水 が 、 水 路 ５ ２ か ら 水 が 供 給 さ れ る 。 タ ン ク ５ ０ に は 、 例  
え ば 川 な ど か ら 水 が 溜 め ら れ る が 、 川 の 水 量 が 変 動 し て も 、 タ ン ク ５ ０ か ら 供 給 さ れ る 水  
量 の 変 動 は 抑 制 さ れ る よ う に な る 。
　 水 は 、 水 車 １ ０ ０ の 筐 体 １ ３ ０ の 水 洞 １ ３ ２ に 入 り 、 ラ ン ナ １ ５ ０ の 方 向 に 落 下 す る 。  
こ の と き 、 ガ イ ド ベ ー ン １ ４ ０ で ２ つ の 水 流 に 分 け ら れ て ラ ン ナ １ ５ ０ の 羽 根 １ ６ ０ Ｃ に  
水 が 当 た り 、 回 転 軸 １ ０ ２ が 回 転 す る 。 こ の 回 転 は 、 カ ッ プ リ ン グ ３ ０ を 介 し て 発 電 機 ２  
０ ０ の 回 転 軸 ２ ０ ２ に 伝 達 さ れ 、 発 電 機 ２ ０ ０ が 回 転 し て 発 電 が 行 わ れ る よ う に な る 。 ラ  
ン ナ １ ５ ０ を 回 転 さ せ た 水 は 、 排 水 口 １ ９ ０ か ら 外 部 に 排 水 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 場 合 に お い て 、 水 量 が 豊 富 な と き は 、 図 ５ ( A ) に 示 す ラ ン ナ １ ５ ０ の 回 転 軸 方 向 の  
厚 み を 、 同 図 ( B ) に 示 す ラ ン ナ １ ５ ０ Ａ の よ う に 厚 く す る か 、 同 図 ( C ) に 示 す よ う に 同 図 (  
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A ) の ラ ン ナ １ ５ ０ を 複 数 回 転 軸 方 向 に 設 け る よ う に す る 。 同 図 ( B ) の 筐 体 １ ３ ０ Ａ も 、 同  
図 ( C ) の 筐 体 １ ３ ０ Ｂ も 、 中 間 枠 １ ８ ０ の 積 層 数 を 増 や す こ と で 、 筐 体 内 に ラ ン ナ １ ５ ０  
Ａ な い し 複 数 の ラ ン ナ １ ５ ０ を 収 納 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 例 に よ れ ば 、 ラ ン ナ を 収 納 す る 筐 体 を 中 間 枠 １ ８ ０ を 積 層 し て 構  
成 す る こ と と し た の で 、 積 層 数 を 増 減 す る こ と で 、 ラ ン ナ の 厚 さ の 変 更 や 、 複 数 の ラ ン ナ  
の 設 置 が 可 能 と な り 、 水 量 の 変 動 に 柔 軟 に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ＜ 他 の 実 施 例 ＞   本 考 案 に は 数 多 く の 実 施 例 が あ り 、 以 上 の 開 示 に 基 づ い て 多 様 に 改 変  
す る こ と が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 次 の よ う な も の も 含 ま れ る 。
( 1 ) 前 記 実 施 例 で は 、 水 車 側 の 回 転 軸 と 発 電 機 側 の 回 転 軸 を 直 接 接 合 し た が 、 必 要 に 応 じ  
て 、 ギ ア 機 構 や ベ ル ト 機 構 に よ る 回 転 数 調 整 を 行 う よ う に し て よ い 。
( 2 ) 前 記 実 施 例 で は 、 ガ イ ド ベ ー ン を 設 け て ク ロ ス フ ロ ー 方 式 で 水 車 を 駆 動 す る こ と と し  
た が 、 ガ イ ド ベ ー ン の な い 他 の 各 種 の 方 式 と し て よ い 。
( 3 ) 前 記 実 施 例 で 示 し た 形 状 ・ 寸 法 は 一 例 で あ り 、 同 様 の 作 用 を 奏 す る よ う に 設 計 変 更 可  
能 で あ る 。 各 部 の 素 材 も 、 ア ル ミ 以 外 の も の を 使 用 し て よ い 。
( 4 ) 前 記 実 施 例 で は 、 軸 継 手 ， 側 板 ， 羽 根 を 削 り 出 し に よ る 一 体 物 と し た が 、 ラ ン ナ を 構  
成 す る 部 材 の う ち い ず れ を 一 体 物 と す る か は 、 必 要 に 応 じ て 適 宜 決 め て よ い 。
( 5 ) 本 考 案 の 適 用 例 と し て は 、 養 魚 場 や キ ャ ン プ 場 な ど の 小 規 模 な 水 流 が あ る が 、 例 え ば  
、 ビ ル ・ マ ン シ ョ ン な ど の 建 物 の 屋 上 に 降 っ た 雨 を 集 め て 得 た 水 流 に 対 し て も 適 用 可 能 で  
あ る 。 建 物 の 屋 上 に は 、 太 陽 電 池 パ ネ ル が 設 置 さ れ る こ と が あ る が 、 雨 天 で は 発 電 量 が 低  
下 す る 。 し か し 、 雨 を 集 め て 水 力 発 電 を 行 え ば 、 太 陽 電 池 に よ る 発 電 量 の 低 下 を 補 う こ と  
が で き る 。
( 6 ) 図 ５ に は 、 ラ ン ナ を 回 転 軸 方 向 に 複 数 配 列 し た 例 を 示 し た が 、 図 １ に 示 し た 水 車 発 電  
機 １ ０ を 複 数 台 用 意 し 、 水 を 分 流 し て 使 用 す る よ う に し て も よ い 。
( 7 ) 前 記 実 施 例 は 、 本 校 案 の 水 車 を 発 電 に 適 用 し た も の で あ る が 、 発 電 以 外 の 用 途 に 適 用  
す る こ と を 妨 げ る も の で は な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 考 案 に よ れ ば 、 水 車 の 筐 体 を 、 ラ ン ナ の 回 転 軸 方 向 に 板 材 を 積 層 し た 構 造 と し た の で  
、 水 量 の 増 減 に 柔 軟 に 対 応 し て 、 適 切 な 水 車 駆 動 を 行 う こ と が で き 、 水 量 変 動 の あ る 小 規  
模 の 水 車 発 電 機 に 好 適 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
１ ０ ： 水 車 発 電 機
２ ０ ： 設 置 台
３ ０ ： カ ッ プ リ ン グ
４ ０ ， ４ ２ ， ４ ４ ： 取 付 プ レ ー ト
５ ０ ： タ ン ク
５ ２ ： 水 路
１ ０ ０ ： 水 車
１ ０ ２ ： 回 転 軸
１ １ ０ ： 導 入 路
１ １ ２ ： 開 口
１ ２ ０ ： 開 閉 弁 機 構
１ ２ ２ ： 開 閉 レ バ ー
１ ３ ０ ， １ ３ ０ Ａ ， １ ３ ０ Ｂ ： 筐 体
１ ３ ２ ： 水 洞
１ ４ ０ ： ガ イ ド ベ ー ン
１ ５ ０ ， １ ５ ０ Ａ ： ラ ン ナ
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１ ５ ６ ： 側 板
１ ５ ８ ： 貫 通 孔
１ ６ ０ ： ア ル ミ 一 体 物
１ ６ ０ Ａ ： 軸 継 手
１ ６ ０ Ｂ ： 側 板
１ ６ ０ Ｃ ： 羽 根
１ ６ ２ ： 貫 通 孔
１ ７ ０ ： シ ー ル 材
１ ７ ２ ： 軸 受 け
１ ８ ０ ： 中 間 枠
１ ８ ０ Ａ ， １ ８ ０ Ｂ ： 空 間
１ ８ ２ ， １ ８ ４ ： 閉 板
１ ８ ６ ， １ ８ ８ ： ボ ル ト ・ ナ ッ ト 手 段
１ ９ ０ ： 排 水 口
２ ０ ０ ： 発 電 機
２ ０ ２ ： 回 転 軸
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 4 月 1 2 日 ( 2 0 2 3 . 4 . 1 2 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 筐 体 の 開 口 か ら 導 入 さ れ た 水 に よ っ て 、 筐 体 内 に 設 け ら れ た ラ ン ナ が 回 転 す る 水 車 で あ  
っ て 、
　 前 記 筐 体 を 、 多 数 の 板 材 に よ る 積 層 構 造 と し た こ と を 特 徴 と す る 水 車 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ラ ン ナ を 構 成 す る 部 材 の 一 部 を 削 り 出 し で 一 体 に 製 作 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項  
１ 記 載 の 水 車 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 板 材 の 積 層 方 向 が 、 前 記 ラ ン ナ の 回 転 軸 方 向 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載  
の 水 車 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ラ ン ナ を 、 前 記 回 転 軸 方 向 に 複 数 並 べ て 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 水  
車 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ラ ン ナ の 回 転 軸 方 向 の 厚 み を 、 水 量 に 対 応 し て 設 定 し た 厚 み と し た こ と を 特 徴 と す  
る 請 求 項 ３ 記 載 の 水 車 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ラ ン ナ の 水 の 導 入 側 に ガ イ ド ベ ー ン が 設 け ら れ て お り 、 該 ガ イ ド ベ ー ン を 、 前 記 筐  
体 と 同 様 の 積 層 構 造 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 水 車 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 水 車 と 、 こ の 水 車 の ラ ン ナ の 回 転 に よ っ て 発 電 す  
る 発 電 機 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 水 車 発 電 機 。
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